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策,高 い教育水準,安 価で良質な労働力,旺 盛な企業家精神など従来NIEsの
D香 港は例外で,強 力 な重化学工業化の展開が見 られない。
2}詳 しい統計資料.は入手 してい ないが,シ ンガポー ルと香港 の輸 出で は,そ れぞれ外資系企業 と
地場中小企 業の果 た した役割が大 きい。
3)そ れ以 前の輸 出比率 も明 らか にす る必要 もあるが,現 在筆者の 予元 にあ る資料は1979年まで し
か遡る ことがで きない。 また台湾中小企業の基準 は これまで数回 の修正 を経てい るが,1991年11
月現在 の基準 は,製 造業 ・建築業が払い込み資本額L%/000万元以下,総 資本額は12000万元以下.
鉱業.・=ヒ石採集業 で払い込み資 本額4000万元以下。 商業,運 輸 業,倉 庫業,通 信 およびその他
サー ビスで毎年の営業額 は4000万元以下。それ以外 の業種で 前年の営業額254000万元以 卜.となっ
ている。 な#'1991年現在の為替 レー トはO.206〔〕〔NT$ノYen)であ る。.
40{236} 第160巻第3号
第1表 中小企業の輸出率とその韓国との比較














1978 126.87 80.98 63.8 1978 12,711.14,621.2 36.4
ユ979 161.03 103.37 64.2 197915,055.55,291.6 35.1
1980 198.ll 128.76 65.O 198017,504.95,623.8 32.ユ
1981 220.11 153.91 68.1 1981 20,992.66,516.1 31.0
1982 222.04 154..71 69.7 198221,616.1 4,823.2 22.3
1983 251.22 159.27 63.4 19呂324,222.54,894.1 20.2
1984 304.56 180.45 59.3 1984 29,244.9 7,442.8 25.5
1985 307.17 188.00 61.2 上98530,283.18,413.5 27.8
1986 397.89 264.09 66.4 1986 34.71・1.5, lLQ89.8 31.9
1987 535.34 358.99. 67.1 1987 47,281.01 17,8ユ2.0 37.7
1988 605.85 363.53 60.O 1988 60,696.022,998.0 37.9
1989 662.0ユ 407.67 61.6 】989 62,377.026,046.0 41.8
1990 672.14 385.22 57.3 1990 65,016.027382.0コ 42.1
1991 761..78433.33 56.9 1991 71870.01 28703.0, 39.9
1992 814.70 455.56 55.9 1992 76632.0, 30,676.0 40.0
1993 849.】7 465.10 54.8 1993 一 一
一
往1:!978-80年の輸 出額 はTadvxinStatisticalDataRook19.99によ る。
注2=1978-8〔}年の 全 国 の 中小 企 業 の輸 出 額 は 『台 湾 中小 企 業 行 業 別 発 展 方 向 』 に よ る。
注3=19別 午 の デ ー タは 「台 湾 の経 済」,146ベー ジ か ら引 用 。
注4:1982-93年の デ ー.一タ は 「中華 風 国83年中・1・企 業 白皮 書 」,418ペー ジ か ら引 用 。
注5=韓 国 の デ ー タ に つ い て,1978-9L年:ま1987年版 と19324=版の 「中小 企 業 年 鑑 』 に よ る。19
92年は93『 韓 国 経 済 年 鑑」 に よる 。
〔出 所)CnuncilforEconomicPlanninganddevelopmetnt、TaiunnStatisticalDataAook1994.
RepublicofChina.
中 華経 済研 究 院 編 『台 湾 中小 企 業 行 業 別 発 展 方向 』,1988年。
隅 谷 三喜 男 ・劉 進 慶 ・冷 照 彦 著 『台 湾 の経 済 」,東 京 大 学 出版 会,1992年。
経 済部 中小 企 業処 編 「中 華民 国83年中小 企 業 白皮 書 』,1994年。
中小.企業 協 同組 合 中央 会 発 行 『中小 企 業 年&(1987年 版 と1992年版)。
全 国経 済 人連 合 会 発 行 「韓 国 経 済年 鑑 』(1993年版)、
経済発展の説明によく使われてきた諸説だけで説明しきれるのだろうか。もし
それだけで説明できるのなら,同 じ条件,い やむ しろより有利な条件を享受し
てきた大企業は台湾の輸出でより高い比率を占めるはずではないか。中小企業



















台湾 中小企業の輸 出を支える生 産構造 について検討 す る前 に,ま ず中小企業
による輸出の特 徴を指摘 してお く必要があ ろう。一般 に輸 出 とい って も,外 国
で 自社 の販売 ネ ットワ.一クを作 るに至 ることもあ るし,外 国の注文 に応 じて輸
出す ることもあ る。前者 の場 合,企 業 は外国で市場 を開拓 しなければな らない
ので,あ る程度の企 業規模 を持 たない と無理であ る。 しか し後者の場合 は注文
















が変化 したり,よ り低価格で製品を提供で きる競争者が参.入した りすれば,注
文のなくなる可能性は大きい。したがって生産者は常に不安定な注文にさらさ




















させ るこ とがで きる。台湾中小企業 の生産協力関係は一種のゆるい生産協力関
係 であ り,取 引先 は多様化 されて いるので,一 つ の発注元か らの注 文がな く
な.つたか らとい って,す ぐさま中小企業が危機 にさ らされる ことはない。 また
注文量が 自社の生産能力を超 え る場合,『転包』 を利用す るこ とがで きるので,
限 られた時 間内 に出荷で きるよ う,人 員 を増加 しコス トを増 す必 要 もない。他
方,注 文量が足 りない場合 は,従 来 『転包』 していた注文を自社 で生産す るこ
とがで きるので.生 産能力 を縮小 して社員を解雇 しな くて も企業 の生産規模を
維持す ることがで きる。 こうした 中.小企業の 『専業分一1..:』と 『転 包』加工 によ
る協力 関係 によって単 に雇用 を減少させ るだ けでは な く,多 くの生産販売上 の
問題 を も解決 し,ま た小工場 を開設す るコス トと技術的困難を減 らす ことがで
きる。 これは同時 に台湾中小企業 が急速 に成長 した原因で もある」%
以上の研究 ほ台湾 中.小企 業が 急速 に成長 で きた原因 を 「専業分 工」 と 「転
包」7,,さらにそれ によって形成 された緩やか な生産協力関係 に帰 しているが,
よ り詳 しい実態への言及 は してい ない。 しか し,中 小企 業の生産構造 を解明す
る一つの手 がか りが,委 託加工 と委託生産か らなる 「外注」 の広 い存在 にあ る
ことは理解 され る。 こうした外注の利用 とそれによ って形成 され た生産 ネ ッ ト
ワー クの実態を解 明す ることによって,輸 出市場の変動 に対応で きる中小企業
の柔軟な生 産構造 を理解す ることがで きるのではないか と考 えられ る。すでに
一部 の研究は こう した専 門的分業 と外注の実態につ いて触れ てはい るが,部 分
6)「転包」について著者は特に定義していないが,文脈から見て自家.r場の生産能bを越えた注
文を他の業者に回して委託生産・委託加工することによって社内生産を補完する二とと,読みと












的 にとどまってお り全体 の構造 が捉 え られ てい ない呂〕。 しか し近年,台 湾 中小
企業の経 済構造 ・生産構造 に対す る社会学の分野で の関心 は高 ま り,フ ィール
ドワー ク調査 を通 じて多 くの研究が なされ,中 小企業 の外注状況の解 明 に大 き
く貢献 して きた9,。社会学 の分野 を含 めた これまでの研究 を通 じて,外 注 とそ
れに よる柔軟 な生 産ネ ッ トワー クを次の ように描 き出す ことがで きるだろ う。
(3)外注 に よ る柔 軟 な生 産 ネ ッ トワ ー ク
ま ず こ こで 言 う 「外 注 」 と は一.ヒ記 の 「専 業 分..「」 と 「転 包 」 を 合 わ せ た 広 い
範 囲 で の 部 品 ・半 製 品 ・完 成 品 の 委 託 生 産 ・加 工 を 意 味 す る も の で あ る。 外 注
は い っ か ら企 業 に 利 用 さ れ る よ う に な っ た の か に つ い て は 未 だ 不 明 で あ る 。 し
か し1961-75年の 「第1次 輸 出 促 進 期 」 に 盛 ん に な っ て き た と い う説 が あ る1。,。
当 時 資 本 の 蓄 積 が 少 な か っ た 民 間 の 製 造 業 者 が 膨 大 な 世 界 市 場 の 需 要 に 対 応 す
る た め 多 用 す る よ う に な っ た 。80年 代 以 降,労 働 運 動 の 興 隆,労 働 基 準 法 の 施
行,さ ら に 労 働 力 不 足 の 深 刻 化 な ど て 外 注 の 利 用 は.層 高 ま っ て い る よ う に 見
え る1p。
こ う し た 委 託 生 産 ・加 工 は単 に 正 式 に 企 業 と し て 登 録 さ れ た 企 業 間,つ ま り
フ ォ ー マ ル ・セ ク タ ー に お け る 企 業 同 士 の 間 に 存 在 す る だ け で は な く,家 内 工
業 や 内 職 な ど の イ ン フ ォ ー マ ル ・セ ク タ ー に お け る 生 産 単 位 間 に も存 在 す る 。
し た が っ て 内 職 か ら 一 般 の 企 業 ま で 外 注 に 係 わ っ て い る生 産 単 位 は か な り多 様
8)黄.金牛氏の研 究は,家 内L場 と内職だ けを対象に した ものである.黄 金虫 『台湾工業外包制 之
実証.研究一 以台北地区為剛 〔私立束呉大学繕 済学研究所修+論 文,1986年6月)。洗面達 「台湾
中小企業的産錆問題」1「台湾銀行季F月 第34巻第3期,1983年〕、
9:〕例えば,謝 国雄氏 の研究 は.「網 絡式生産組織一 台湾外錆1:業中的外包制度」(「中央研究 院民
族 学研 究所 集刊」 第7/期,1991年9月)。またG.S.Shieh,丁「魚 ∬"み如じ4.n8∫めf仰`'rα`h㎎
N砿㎜ 種 α㎡ ルfピrFかEπ・ゆだπ8π肖ぬψ 切 五存鷺」αアビ5Dα・ε♂σメ・,πθ`、`NewY【,rk=PeterLangPub.
lishing,1992などを参照す る.二とがで きる。陳弁土民の研究は 『協 力網路興 生活結構一 台 湾中小
企業的.社会経済分析1聯 緯出版事業公 司,1994年)を参照する ことがで きる。
1① 黄金生,前 掲 論文,36ペー .ジ。
lD簡 世雄,前 掲論 蔦 また 「台湾 区製衣工業 同業公 会」 によるア ンケー ト調査によれば,「労働
力不足の状況下 に,工 場の正常 な運営 を維持す るため.『外包加[」 の採用で対応す ることが多
い」。劉学鐸 「製女業面 臨労 力不足原因分析及因応之道」(『中小企業 発展雑謝 第12期,1988年
10月』
台湾中小企業の輸出活力についての一考察(241)45
であ り,ま た 日本で下請 と言 うと支配従 属を思 い浮べ るが,必 ず しもその関係
を意味 しない。利用形態 と して,発 注元の製造所 内で行 うこともあ るし,専 門
的加工.業者 の製造所内で行 うこともある。また完成 品メーカーか ら専門的加工
業者 ・内職へ,あ るい は専門的加工業者か ら内職 へ という異 なる生産 レベルに
おける生 産 単位 間の垂直的 な外注に とどまるのではな く,同 レ搾 ルの生産単位
間(完 成 品メーカー問,専 門的加工 業者間,内 職 問)で 行われ る水平 的な レベ
ルの外注 もある。
こうした多様 な.外注形態 を通 じて個々の零細 ・中小規模生産単位 は受注能力
のあ る企 業を中心 に連結 され,一 つの生産ネ ットワークを形成す る。 したが っ
て膨大 な中小 零細 生産単位 はい くら規模が小 さ くとも,販 売能力が な くとも,
輸 出中小企業を中心 にその生産 ネ ッ トワー クに組み込 まれれば,輸 出に寄与す
る ことがで きる。一方,輸 出中小企業の立場か ら見る と,こ の生産 ネ ッ トワー
クの存在 によ り,企 業は労働 コス トと設備投 資の一..・部を節約 し 一定 の生産規模
を社内で維持 しなが ら.さ らに外注 を通 じて積極的に外部資源 を利用 し自社の
生産 を補完す ることがで きる。 こ うして規模が小さいなが ら も,変 動の激 しい
輸 出市場 に対応 し,台 湾 の輸出 を担 うことがで きたのである。 なお この柔軟な
.生産 ネ ットワー クに関 しては,佐 藤幸人氏の研 究に も紹介 され てい る1%
以上の ように,こ れ まで の研究は台湾中小 企業全体 を支 える生産構造,を 外
注 による生産 ネ ットワークとい う概念か ら説明 し,そ の社会的普遍性 ・重要性
を強調 して きたが,複 数の産業 に対す る調査結果からまとめた ものであ ること
か ら〔D産業別 の外注利用の特徴,(2)外注利用 に関す る統計 ・詳細が不明のまま
であ る。また㈹外注 とそれ による生産 ネ ットワークは台湾 中小企業の特徴 とし
て強調 されているが,果 た して台湾中小 企業独 白の特徴 と言 えるのか,㈲ 外注
利用 を通 して発注先 との間に どの ような協力関係 が形成 されてい るのか,さ ら
に㈲ 外注の利用 は柔軟性,効 率性な どプラスの面 ばか りなのか,な どの問題 点











日本,香 港,韓 国 と同 じように,繊 維産業 は台湾の輸 出でか な り重要 な役割
を果 た してきた。60年代後 半,初 めて輸 出額で首位 にな った後,84年に電子産
業に とって代わ られ るまでは一貫 して全輸出額の約20%～30%を占め,輸 出 を
リー ドしつづ けて きた。その内アパ レルはもっとも大 きな比率 を占め,88年ま
で繊維産業の輸出の5～6割 を占めつづ けて きた。その後,低 下 の傾向 に入 っ
た ものの,全 販売量の95%以 ヒが輸 出であ って,内 需はわずか しが なか った こ
とか ら,輸 出主導型業種 と言 えるだ ろう1%一 方電子産業は40年代終わ りに,
輸 入部品 による真空管 ラジオの組立か ら始 まった。 その後 日米 などの多国籍企
業 の参入 もあ って順調 に成長 してきた。84年に繊維 産業 を抜いて輸出の トップ
にな6た 。その内では,伝 統的 な品 目に代 わ って近年 コンピュー ター とその周
辺装 置 ・IC・電話機 な ど,情 報通信機 器関連産業 の輸 出比率 が急速 に拡大 し
てきた ことが,特 に注 目されて いる。
以.ヒの ように アパ レル産業 と情報通信機 器関連産業 は,そ れぞれ繊維産業 と
電子産業の輸出において大 きな意味 を持 ってい るので,筆 者 はそれを対象に調
査 を行 った。 この調査結果 に入 る前 に,ま ず これまで の文献 を通 じて,そ れぞ





〈アパレル産業〉 台 湾の アパ レルは生産過程 と素材 の違い によって,一 般 に
セー ター ・ニ ッ ト製品 ・織 物製品のr種 類 に分 けられてい る。その内ニ ッ ト製
品 と織物製品 は素材の違いを除 き,生 産工程 と必 要な設備がほ とん ど一緒で あ
る1㌔ アパ レルの生産 は,多 額 の資 金投 入を しな くて も済 むが大量 な労働力 を
台湾必要 とす る。工場の設立が容易なので,小 規模 の工場が林立 し家族経営 の
零細工場が特 に多い。営業能力があ って受注 を獲得で きるメー カーは,機 械設
.備に投資 して生産規模の拡大を図るよ りも社 内で小規模の生産を維持 しなが ら
消化 しきれ ない分を家族経 営の零細工 場 に委託す ることが.多い とい う'5〕。 こう
した.外注生産の実態 は どうなってい るのかを,黄.金生氏(第1図}と.謝 国雄氏
(第2図)の 研 究 を通 じて見 る ことが で きる。第1図 で は,輸 出企 業は全生 産...
1=程の完.全外 注を通 じてセー ターの生.産を行 うのに対 し,第2図 は一部生産工
程(裁 断 と縫製)の 完全外注 によってニ ッ トアパ レルを生産す るのであ る。一
部 あるい は全生産工程 を完全 に外注 してい るので,外 注は企業 の生産 にとって
不可欠 な存在 にな る。 しか し実際 にすべての アパ レルメーカーが こうした工程
間分業あ るいは完 全外注 を採用 してい るのか どうかについては,さ らなる調査
を しなければな らない。
〈情報通信機器関連産業〉 アパ レル産業 で中小 企業の比率が高いの に対 し,電
子産業で は大企業 が従業 者数 ・生産高 ・付加価値 に占める比率が製造業全体の
中で も高い とい う特徴が ある。その内,国 内企業 と比較 して合弁企業 さらに外
資系企業 は規模 がよ り大 きい。全体的 に少数の外 資系大企業 及び国 内大企業 と,
多数 の中小企業 とい う構造 になってい る15〕。 こうした電子 産業の台湾経 済に占
14)セー ターの生産 は簡単 に分 けると,原 料一・紡糸→パーツ編 み→縫合→ ボタン付け→仕上げ 〔洗
濯 ・プレス ・マー クの縫付 けなど)→ 品質検査→包装である。それ と類似 して,ニ ッ ト・織物製.
品の生産 過程はほぼ,原 料 の購 入一布地の裁断→局部縫製→縫 合→ ボタン取 りf」.け→修整→ブ レ
ス→品質検査→包 装 とい う流れで ある。謝宗興 『環境変遷,産 業.発展 与経営調選一196D年代以来
的毛衣 出口業』(金榜 図書公 司,1988年〕,16ペー ジの 図1-4-11交通銀行 ・台北市銀行編 『台湾
区戎 衣業調査報告』 〔1972年10月),財団法 人交流協 会編 〔1台湾の繊維 産業 一衣類」,1989年3
月〕,41ペー ジ。
15)財団法人交流協 会編 『台湾の衣類産業 につい て」,1980年,1と11ペー ジ。
16)梶原弘和 「台湾の電機電 了産 業 産業組織変化 と輸 出拡 大一 」 〔谷 浦妙子編 『灌業発展 とノ
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注1:各 生産単位の トにある 〔)は そ れぞれ担 当 している生産.1二程 を示す。
注2:(〉 内び)数字 は委 託する専 門前口:業者 ・生産 単位の数 を表す。
注3=各 生産単位の仕事 内容 は以下 の通 りであ る。
1>輸出企業 とは受 注,販 売,原 料調達.外 注生産の調整 を担 当す る単位。
2)「 超社区代工領班 」 とは複.数地域(社 医1の 内職 を管理す る単位 であ り,各地域0)外注生産
を調整する単位 。
3)「社区領班、 とは特定地域(社 区)内 の 内職を管理す る単位であ り,当該 地域 の外注生産 を
調整する単位。
4)専 門加工業者 とは特定 の委託牛産 ・加⊥ を受 け入れる加工業者。
5)内職 とは.般 家庭内で生産加 丁を担 う中.位。
(出所:1黄金+『 台湾.[二業外位制之実証研究一 以台北地 区為例∠(私立東呉大 学経 済学研究所修
士論文 脚1986年61.D,50ペー ジ,図(3.2)0
める重要性 に鑑み,す でに多 くの研究 がなされ てきた。 しか し残念 なが ら電子
産業 の生産構造,と りわけその外 注の利用状況 についての研 究はまだ少 ない。
ここで は筆者の調査を使 って,そ の一部 を第3図 で描 き出す。 ここか ら3社 と
も一部 の生産工程 しか外注に出 してお らず,第1図 の全生産工程 の完全外注 と
は違 う様態 を呈 してい ることがわかる。以上既存 の研究 を通 じて,ア パ レル産
業 と情報通信機器関連産業の生産における外注利用 を見て きた。次 に個別産業
＼産業組織の変化・一自動車産業と電機電..r産業一1,アジア経済研究所,1994年),252ページ。




メ ー カ ー
〔裁断) (縫製) (縫製) 〔縫製)




注llこ の場合 メーカーは労 働者3人 を雇 用 しサ ンプル作 りと品質検査 ・仕上 げ ・
包装な どの工程 を担 当 させる.
注2:(}は 各生産単 位が担 当す る生産工程 を示す.
注3=「代工頭」 とは外注生産 ・加工 の依頼 を受け入れ る一 方,仕 事 を さらに内職
に委託す る人のことで ある。
(出所)謝 国雄 下網絡式:生産組織.台 湾外錆工業中的外包制度」
〔「中央研究1完民族学研 究所 集刊』 第71期,1991年9月),164ページ,図1。
について詳細に検討する.。
② アパレル産業に対する聞き取り調査
この調査 は1995年8月に,筆 者が直接聞 き取 り調査 とい う形で,3社 に対 し
て行 った ものであ る。 その内,A1社 はアパ レル製造 の専 門メーカーで あ り,
A2社 とA3社 はアパ レル製造以外 に,生 地 の生産,貿 易な ども担当す る総合
的 アパ レル メー カーで あ る'%調 査結 果 は第2表 に示 されてい る。3社 とも
95%以上の高い輸 出比率 を示 してい る。受注の方法は間接 的に貿易商社か らの
場合 もあ るし,直 接 的に外 国のバ イヤーか らの場合 もある。 ここで興味深いの






社名 受 注 先 輸出比率 原料の提供者 外注の工程と比率
・縫 製 〔70%)
Al社 貿易商社:100% 100% 自社 ・刺繍 〔100%}
・ ボタン付 け(100%)









・外国のバイヤー 〔外注の原則→ ロー レベ ル仕様)
・外国バ イヤーの在台子会社 一般の場合 :
A311 ・外国の貿易商社 99% 自社 ・縫製 (50%)






れは競争相手で もあ りうる同業者 間で,お 互いに消 化 しきれ ない注文 を委託す
ることを表す例である。外注 を利用す る際 に,3社 とも白ら原料(.裁断された
パーツ)を 提供 し,専 門の加工業者か内職.あるいは同業者 に生産 ・加工 して も
らう。仕事 を引 き受けた生 産単位 は与 えられた原料 を加工す ることによって,
加工賃 を稼いでい る。
外注 を利用す る工程 につ いては,納 期 を急 ぐため裁断か ら出荷 まですべての
工程 を外注 に出す とい う特殊 な場合 を除いて,通 常 は全生産工程で はな く特定.
の工程だ けにとどまることがわか った。その 中で3社 に共通 して見 られ る外注
利用 は社 内生 産 に転換で きる縫製 工程 であ り,し か も部分 的外 注 に とどま る
(AI社は70%,AZ社 は50%,A3社 は50%)。一方,刺 繍や ボ タン付けな ど
特殊 な設備 を使用す る工程 は各社 の設備状況 によって社 内で行 なわれた り,専
門の加工.業者 に出された りす る。調査の中でA1社 は刺繍 とボ タン付 け,A2





















































第3図 情 報 機 器 関連 産 業 にお け る外 注 利 用 の 諸 事 例
(3一.1)E1社 の 生 産 工 程(エ ッジ ・カー ド ・コネ ク ター)
匝]＼
膿;100%[=垂コ 中 売編
[互]偏:・ … 内・産・n… ㍉・れ以前・桝 産・鼎 内職鰭 存・
内製=50%
外注 二50%
(3-2)E2社 の 生 産.1:程(スキ ャナ ー)
再 勝 難1∵璽1一嘉 ・悪 癖 、
外注;100%
注1:QCは 各L程 にお いても行 う。
注2:外 注 の加 工段 階は ト記の1か ら次第 に3ま で拡大 してい った.




〔出 所}聞 き取 り調 査 に よ り筆 者 作 成Q










たのかというと,調査 した3社 とも多数の外注先 と取引を行うが,そ の内さら









専門技術 ・加工の利川,資 本回転率の向上,さ らに 「関係」の維持なども取 り
上げられている。メーカーは外注の利用により雇用関係を通さずに専門加工業

















電子産業(情 報通信機器関連産業)に つ いての調査 はアパ レル産業 とほぼ 同





















提供者 一般 加工 ・..組立 〔外注比率) 専門加工(外注比豹
内職の利用




・簡単な組立 とテス ト(1QO%)ハ ンダ付けqOD%) な し






・最終の組立 〔30-4幅) な し
昔はあったが
現在はなし
注1:SMT(surfacemounttechu。106.,表面Al,着技 術):薄 型 の プ リ ン ト基 板Eへ の実 装 法 の 一 つ。
注2ビ ー 厚 は 資 料 なL、を示 す,
注3=資 本 額 か ら見 れ ば,t5社 は大 企 業 の 枠 に属 す る.
注4:E4社 は提 供 資 料 だ け に よ るの み で,聞 き取 りで き なか っ た。
〔出所}聞 き取 り調 査 に よ り筆 者 作 成 。
(E4社)な ど3つ の方式 で5社 に対 して行 った ものであ るis)。そ の中で当時
の中小企業基準では,E5社 は大企業に属 しているが,参 考のため一緒に取 り
上 げる。調査結果 をまとめた ものが第3表 であ る。E1,E2,E3,E4社
18)各 社 の 概 要 は 次 の よ うで あ る.E141は コ ン ピ ュ ー ター 用 の エ ッジ ・カー ド ・コ ネ ク ター
(edgeandconnector)の生 産 会 社 で あ り,1977年に設 立 さ れ現 在1〔調 査 時 点}雇 用 者 数 は36人で
あ る.E2杜 は ス キ ャナ ーの 専 門 メー カー で あ り.1990年に 設 立 され 現 在 〔調 査 時 点}雇 用者 数
}よ150人で あ り,資 本 金 は1億 ノ己で あ る。E3仕 ほバ ー コー ドを読 む ス キ ャナー(ラ イ トペ ン と
CCDス キ ャ ナ ー〉 を 生 産す る 会社 で あ り,1990年に 設 立 さ れ,現 在 〔調 査 時 点)雇 用 者 数 は50
人で,資 本 金 は6000万元 で あ る 。E4社 は タブ レ ッ ト装 置(digitizingtablets)を生 産す る会社 で
あ り,1987年に 設 立 さ れ,現 在(調 査 時 点)雇 用 者 数660人 で あ る、,L5朴 は1968年に 設 立 さ れ.
た偏 向 ヨー ク 〔denectionyoke〕と フ ラ イバ ブク トラ ンス(F】ybackTranslQr【ner〕を 生 産す る 会



























。 ナ主.文を調整「タるこ とカfできる 品質の問題 な し 一















前者は基本的に労働 コス トと労働力不足への対応 として,特定の労働集約的な
生産工程の一部あるいは全てを専門力旧.:業者に委託 して社内生産を補完するも
のである。E2社,E3社,E5社 の組立工程はそれに当たる。この利用によ
り企業は雇用コス トを節約することができると同時に,工場(土 地 と建物)及
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ぴ機械設備への投 資を回避 する こともで きる。 これに対 して,後 者 は社内生産
によって代替で きない専 門的技術 ・設備や,あ るいは.コス トへ の考慮か ら自社
よ り効率的 な技術 を利 用す るための外注であ る。E1社 の ピン生産,E2社 の
ハ ンダ付 け,E3社 のSMT(表 面粘.着技術,surfacemounttechnology>な
どはそれ に属す る。その利用で企業 は他社の よ り効率 的な技術及 び.専門技術を
利用す ることがで きる し,ま た専 門技術 ・設備 への投資 を節約 し,同 時に技術
革新 による設 備の陳腐化の リスクを回避す る こともで きる。
そ して各社 による外注 の.発注先 は全 部専 門の加1:業者であ り,内 職の利用は
見 られ ない。 以前,E1社 とE5社 は労 働集約型 の組 立工程 を内職 に委託 した
ことが あったが,現 在E1社 は半 自動 化機 械 を導入 し,E5社 は急増 した生産
量 を満たす ことがで きないため に利用 をやめてい る。 また外注利用の長所 ・背
景 として,労 働 コス ト・労働力不足の考慮,柔 軟性 な どアパ レル業 と共通する
もの もあ るが,他 に も地価高騰 に伴 う土地 コス ト,技 術革新 による設備陳腐化
の リスク回避 とい った新 しい問題 に対す る考慮 もあ る。 これは電子産業1特 に
近年急速 に発展 して きた情 報通信機 器関連産業 など新興産業が直面す る地価高
騰 といった投資環境 の悪.化,また技.術・設備革新が速い とい う電子産業 の技術
特性 な どをそのま ま反映 してい る ものであ る。 しか し外注利用 に こ うした メ
リッ トがあ るに もかかわ らず,ア パ レル業 と同様 に品質 と納期 には問題があ る
とされ る。ただ し,ほ とん どの業者が今後 も外 注の利用が企業の生産 にとって
よ り重要な役割 を果たす と述べていた。
発注 先 との関係で は,ア パ レル業で見たよ うな一部の専門加工業者 と長期的
な協力 関係 を維持す る傾向が ここに も見 られ る。そ の巾には,E2社 とE5社
のよ うに専属加工業者 とい うよ り緊密 な関係 を見出す こともで きる。 これ は契
約 を通 じて専属加工業者に ・定 の注 文量 を保証 し,そ の代わ り専属加工業者 は
同社か らの委託だけに 専念 して他社か ら受注す ることはで きない とい うもので
あ る。企業(F2社 とE5社)に とってこの ような契約 は,専 属加.「業者の生
産 スペースを確 保で きる他 に,技 術の流出 を防止す る意味 ももってい る。 こう
台湾中小企業の輸出活力についての 考察(253)57
した専属的な関係を通してE2社 のように専属加工業者に対する技術指導と外






































注1:完 全外注 とは,当ti:程の仕事量 を全部外注に出 して社
内で は生産 しない。
部分外注 とは,当 該⊥程の.部 を社内で行 うが,残 りは
外注 に出す。
注2!才 とクは,外 注 に出され.た諸工程の内.部 は完全 外注
を採用す るが,他 は部分的外注 を採用す ることを表す。
(出所}謝 国雄 「網結式生産組織一 台湾外鎖工業 中的外包制度」
(『中央研究院民族学研究所 集刊』,第71期,1991年9月),
【69ベージ,図3よ り作成.
よ うに原料だけを購入 し,す べ ての生産工程 を専 門の加.1:者 と内職 に委託
した り(全 生産工程 の完.全外注 ・完全垂直 的外 注),あ るい は同業 者(輸 出
業者)間 で委託 した りす ること(水 平的外注)に よって製 品を仕上げた りす
ることが可能であ.る。 しか し'1青報通信機器関連産業で は生産技術が高度で,
ときに企業秘 密 もあ り,ま たその生産工程 が比較 的分割 しに くい こともあ っ
て,外 注に出され る工程 は限 られ,ア パ レル産業 のよ うに企業 間の完.全工程
分業によ って製品を仕上 げることほ見 られない。 この技術上 と生産上 の特性
が異なる ことによって,両 者の外注利用 の度合 いに差が生 じる。 しか し,ア
パ レル産業に限ってみれば台湾だ けではな く他 の国で も外注の利 用か外注 に
よる生産 ネ ッ トワー クを見出す ことがで きるこど 弱,また中小企業で はな く
19)アパ レル産 業では.台 湾だ けではな く]本.韓 国,フ ィリピン.さ らにイタリアで も外注 の利
用や外注による生産 ネ ットヲークを見出す ことができる。 聞仁 田幸雄 「アパ レル産業の基本的性
格に関す る理論的 考.察」(『地域経済』 第16集,岐阜.経済大学地域 経済旬i.究所,51996u5月)。/
台湾 中小企業 の輸出活力 についての一考察 (255)59
大企業で も見出す ことがで きることビ。)。この2点から,外注の利用とそれに
よる生産 ネットワークは恐 らく台湾中小企業独 自の特徴ではなく,国家の








を専属化する動 きも見出された。 しか しこうした関係は専属であっても生産
面にとどまり,資金の繋が り,役員派遣などは見られなかっだ ㌔ これを取
.＼花房征 夫 「韓 国輸出衣服業 の発展過程 と成長要 因」(rアジア経 済』Vol.19,N【・.7,1978年7
月)。菊池真夫 「フfリ ピ ン首都圏近郊 における農村工 業の生成」(『アジア経 済」Vol.37,No、5,
1996年5月:1..「特 集 イタリアに学ぶ 級 品生む 匠のネ ッ トワーク」(【日経 ビジ ネス1,1996年
7月1日 号1。
2ω 聞 き取 り調査に行 った時,「大企業 は外注 を利 用 しないわけではない よ.某 大手 アパ レル輸出
メー カーは大 きな自家工:場を持 っているが,外 注 も利用 しているよ。 しか もその外 注は特 定企業
の生 産スペースを全部借 り切る とい う形態である]と 聞いた 。また夏外情,郷 村棋 氏の研究 によ
れば,あ る人形 を生産す る台米合弁企業(ピ ー ク時雇用者数 は4-5000人まで達 していた)の 製
品の6割 は外注 を通 じ.て完成されナ.二.また調査を宥 ったE5社 によれば,現 在利用 してい る専 門
的加 工業者 を人数 から.見れば,1a一.20人から70-80人まで の規模であ り,そ の中で専属の専門的
加1.二業者の規模 は比較的大 きい とい う。それに対 しE2社 は,固 定的な協力関係のある専門的加
工業者の規模は70-100人までが主だが.200一.300人までの もあ るとい う。以上の ように大 企業
で も外注 を利 用 し,ま たそ の利用規 模 ・形態 は,臼 らの規 模,業 種 とも係わ ワてい ることが分
か った。
2Dア パ レル業 のA1#tによれば,通 常輸出業 者ヒ専門加工業者 はそれぞれ2-3社 の主要 な取引
先 と固定的な外注 関係 を維持 してい るとい う。またアパ レル業 の3社 とも専門加工業者 と契約を
結んでいないのに対 し,謝宗興氏 のセー ター業 についての研究で は.メ ー カー ヒ専門加工業 者の
間で,シ ーズ ン時,専 門加工業者 は優先的に当該メーカーか らの依頼 を生産 し,そ してシーズ ン
オフ時,メ ーカーは外注生産を後先的 に当該専 門加工業 者に依頼す るとい う内容の契約を結ぶ例
があ る。 しか しこのような互い に優先権を与え合 う場合 は大抵,口 約束だ けで,.文書に しないと
い う、謝宗興,前 掲書,71ペー ジ。
22)こうした動 きぽ筆者の調査で はまった く見 られなかったが,陳 氏の研究 において紡織業 と機械
工業(ジ ャッキ製造〕に関してそれ を見出す ことがで きる.ま た,E57tの場合,専 属専門加⊥




ゆ 外注の対象となるのは,や はり労働集約的工程,ロ ーレベルの製品に集中










＼企業 の体質の強化 のた め,早 くも舘年か ら取 引先 の一つであ る大手 家電 メー カー と提携 し,同
メー カーか らの資本 参加 と役員派;tを受け入れている。
